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オープンソースのセキュリティに対する
信頼は依然として強く、
回答者の ��% は
OSSはより安全 
と考えています。

回答者の 50% が OSS への
貢献は無給であると
報告していますが、 
最大の課題は依然として
時間不足 (63%) であり、
次いで資金不足 (34%) と
なっています。

回答者の半数近くは、
新たな規制が

オープンソースへの貢献に
どのような影響を
与えるかについて、

依然として確信を
持っていません。

オープンソースの業界に
おける主なメリット は、 
イノベーション(��%)、
標準と相互運用性 (��%)、 
生産性(50%)です。

回答者の ��% が、
オープンソース開発
アプローチが
ソフトウェア
開発の向上に
つながると考えています。

5 社中 2 社が重要な OSS 
プロジェクトを維持するために
メンテナーを雇用しており、
そのうち 74% の組織が
メンテナーの雇用から
高い価値を得ています。

IT およびメディア業界は
オープンソースの使用と
貢献の両方でリードして
いますが、政府や医療などの規制対象
セクターは OSS への関与に慎重です。

OSS 貢献者の 72% は
学習を動機としており、
69% は魅力的または
有用であると感じる
プロジェクトへの参加を
動機としています。

回答者の ��% は、
公的資金で開発された
ソフトウェアはオープン
ソースであるべきである
ことに同意しており、これは
オープンソースの原則に強く一致
していることを反映しています。

人工知能/機械学習 は
オープンソース開発の
恩恵を受けている
主要な分野であり、
44% で最も多く
言及されています。

OSS 貢献者は、
平均して
週 9 時間を
オープン ソース 
プロジェクトに
費やしています。

回答者の 64% は、
2024 年に OSS の
使用によるビジネス
価値の増加を報告し、
56% は OSS の貢献による
メリットの増加を
報告しています。


